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行動的対比

OnBehavioralContrast

鈴木成生

ｓﾉｶﾉ９，ｓ"ご"ﾉｾﾉ

複合（Multiple）スケジュールの遂付，すなわち杵弁

別刺激に異る強化スケジュールが随伴する弁別訓練にお

いて，イT機体の反応は榔々の変化を示す、そしてあるｌｌｉｌｌ

激下の反応が，その強化スケジュールは不変である（以

下定項と呼ぶ）にもかかわらず，他の刺激に随伴するス

ケジュールの変化（この刺激呈示をを変項と呼ぶ）によ

り変動した場合，交互作nl（Interaction）がftLじたとい

う。更に定項下の反応レートが，変項下の反応の減少に

つれて増加した場合,行動的対比(BehavioralContrast；

BC）が生じたという（Reynolodsl961a肌又この現象

の定義はその後拡大変形されている、

弁別の実験的行動分析は，この現象を主題とするもの

が多く，1-1下研究例もそろい，ある程度の整理が可能に

なっている，本稿では，ＢＣの諸現象の紹介，その要因

の分析の現況について概観を行う。

走行路でのラットのスピードが，強化の増減に対応して

生じる変化を“Depression”と“Elation,，に区分し

た。これ等の研究には，現象，）|川られる概念，又交互

作用といった問題懲搬など，ＢＣと研究と少なからぬ共

通点を含んでいる｡

1-2．Reynoldsの定義

Reynolds（1961）の定義は上に)itげた通りであるが，

実際に行った実験は，

１）二つの弁別刺激呈示下の非分化訓練

２）一方の刺激に，消去，他行助選別強化（Differen-

tialReinforcementoftheOtherBehavior；一定時

間当該反応が生起しないと強化する：DRO）を随伴さ

せ．あるいはその刺激を暗転（弁別刺激や装置照明を断

つｉＢＯ）とする分化ｉｉｌｌ練

よりなる二つの部分があり，しかも非分化訓練を，分

化;111線の間にくりかえしている。

1-3．IBloomheldの定義

Bloomlield（1960）によれば，「対比は，複合スケジュ

ールの－ﾉﾌﾞの項における，条件性あるいは無条件性強化

の欠如に関連している」のであり，他にもＢＣを，変項

下の強化密度の低下に伴い，定項下のレートが上昇する

現象とするものが承られる。これは後に述べるように，

ＢＣ発生の必要充分条Iﾉﾄを，強化のjlll対･密度の差に求め

る見解をふまえたものである

1-4．Terraceの定義

Terrace（1968）は，継時弁別下の交互作用について

二つを挙げ，定項下の反応と変項下の反応が異る方向に

動く場合をＢＣ，同じ方向に動く場合を誘導（Induc‐

tion）とした。Reynolds（1963）と同じものであるが，

ＬＢＣの諸定義とＢＣ研究の目的

1-1．先行的現象

ＢＣを主題とする研究は,この問題への関心を,Pavlov

（1927）までたどるのが普通である。「……興奮の過程

は増幅された制止の過程を，逆に制止は興奮を引き起し

それを強める……前者を負の，後者を正の誘導と呼ぶ｣。

この特に正の誘導とよばれた過程は，後にいう正のＢＣ

との類似性を意識されている。Skinner（1938）は，現

象としての､､対比脇,に触れ，「非強化刺激の呈示が，強

化された刺激の反応レートを一時的に111'し挙げる」正の

対比と，「強化刺激に対する強化が，非強化刺激のllj条

件づけを妨げる」負の対比を区分しこれはPavlovの

いう誘導に相当するとした。更にCrespi（1942）は，
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反応分化の様相に注[Ｉしたのは，ＢＣの必喫充分条件

を，変項~卜の反応の低下に求めた事に依る。又弁IjIIill激

の非分化訓練は必ずしも彼の実験に組承込まれていな

い。これは，各々の弁別刺激の呈示が一様ではない無誤

弁別（Ｓ－を徐々に導入し，誤反応を極めて低く抑えた

まま弁】||を完成させるiilll純）をjlill激性制御ｉＷｌﾘ｣の｣､饗な

手がかりとしたためであわう｡彼の用いる子lilljljll線は，

無誤弁別か否かを問わずＳ＋（あるいは定頂「の刺激）

の単一強化訓練が多い。又いわゆる刺激般化実験では，

このタイプの予備訓練が多い。

1-5．IramEIcientContrHuBt

Bloomliled（1966）は，ｉ浜反応によりＳ－が廷反する

という条件で分化訓練をi了うと，ＢＣは訓練の初期に大

きく，後小さくなり(定項下の反応がやや低下してくる）

第１８）ナ1978

る。しかし例えばＢＣの必要充分条件の同定は，他の交

互IMIの|可定に背!''合せのものであり，ＢＣをとり上げ

た場合，他の現象にはいＢＣが生じない場合″として触

れざるを得ない～

又IBCの理解は，「Ｉｉに分化訓練の承の分析から成立

するものではない。ＢＣを，刺激性iljll御（Stimulus

Control）の主要な1M象とＪＩＬなすならば，他のjliIl激性制

御との関連の下で理解されなければならない。例えば刺

激般化の諸現象との対応や，共通の変数の解析がなされ

てこそ，実験的行動分析としての最底の条件が満たされ

るのである。

この小文では，主として継時分化訓練より得られる材

料での盤｣HHを行い，他の刺激性制御との関連は，別の機

会に譲りたい。

1-5．TramEIcientContrHuBt

Bloomliled（1966）は，ｉ浜反応によりＳ－が廷反する

という条件で分化訓練をi了うと，ＢＣは訓練の初期に大

きく，後小さくなり(定項下の反応がやや低下してくる）

Ｓ－呈示時間を一定にすると定項下のレートの一様な増

加の承がみられる所から，全体的なSustainedBCと区

別した。Nevin（1966）では，分化訓練中の各試行内で

はレートが一様に生起せず，低密度強化刺激が先行する

と，レートが一時的に上昇した後下降し，高密度強化刺

激が先行するとﾄ陣の後上外した。しかしこれ等部分的

ないBC〃と，いわゆる全体的なＢＣの関係は余り追求

されていない。

1-6．正及び負のＢＣ

普通，Terrace（1968）のように，定項下のレートが

上昇，変項下のレートが下降する場合を正（Positive）

の，逆の場合を負（Negative）のＢＣと呼ぶ，又誘導

を区分する場合も同様である。Reynolds等（1968）に

ふられるように，正のＢＣの生じた後，定猟下のレート

が非分化訓練はより元のレベルにもどる事を負のＢＣと

呼ぶ場合もある。又スキナーの負の対比では，定項から

の作用を指して述べている訳である.Rachlin（1973）

は１訓練の規範を示す概念として川いている。分化訓練

に入った|雌変項下の強化密着が非分化訓練よりilBiくな

った場合正，その逆を負のＢＣと呼んだ。

しかしＭＢＯ'は，当初は分化訓練下の交互作H1を示す

概念として用いられた訳であり，以下でも特に断らない

限り，Terrceの述語に従う．

1-7．ＢＣ研究の目的

以上に示した諸定義は，帆交互作用'’の解lj1lが主[Ｉ的

であり，その対象の一部としてＢＣが着目されている事

を示している。しかし現在の所，この種の研究は，正の

ＢＣの発生条件とその説明に雌｢Ｉ'しており，特に定項下

のレートの１１鼎が専ら注｢|されている､負のＢＣ,誘導，

－１ＨｉｉｂなＢＣを正面からとり」ｭげた研究は少いのであ

ＩＬＢＣの諸研究

ｌＢｃ（主として正のIBC)iは，以下の観点から検討さ

れている。

ｌ）（正の）ＢＣの充分条件を,各弁別刺激の強化量の

比，相対強化密度に求める。

２）ＢＣの充分条件を，変項下の反応レートの低下に

求める。

３）弁別刺激と反応手段（Operandum）の空間的位置

関係を検討する。

４）ある弁別刺激に随伴し先行あるいは後続する弁別

刺激の強化密度，刺激の物理的様相や強度などの効果。

これ等の研究は当然内容的に重復するものであるが，

l）と２）を一群とすると，各グループ内では相互がよ

く意識され，まとめて紹介し易い｡

I1-1．強化の相対密度

ごく普通のVI-Ext.（変間隔スケジールと消去スケジ

ュール）による弁別は，ＶI下のレートの期大とExt､下

のレートの減少をもたらす。この時定項(vl）下のレー

トの墹大をもたらすもの，あるいは充分条件は，強化量

の差であろうか。それともExt・下のレートの減少であ

ろうか？この問題をめぐる論争はReynolds（1961）

以来ずっと続いており，成果はともかく（Freemann

(1971a）は，この時点ではこの二つの要因が充分離され

ていないとしているが）一貫した主題であった。

相対強化密度を充分条件としたのは，Reynolds

（1961）が最初である。変項下のスケジュールをExt．

となし，又その弁別刺激をＢＯに替えた場合にＢＣが

'上じた。又ＤＲＯを|随伴させた場合には生じなかった。

しかしＤＲＯ下の強化柑度は定項(Ｖ]）下の時には三倍
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に達して届り，（)反応の減少''仮純を充分排除できては

いない、

さて相対密度の差が充分条件である為には，

1）強化量の差が生じる場合，ＢＣが生じる

2）変項下の反応レートを変えず強化比の糸を変化させ，

定項下のレートが増大する、又強化比が等しければLIiじ

ない

といった点を検討しなければならない。

変項下に強化の遅延（Richards1973）やExt・が導

入された場合，VI-Ext.,Ｆ１（定間隔強化スケジュール）

－Ext・やＤＲＬ（DifferentiaIRemforcementofLow

Rate；一定時|Ｈ１反応が生じないと，経過後の第一反応が

強化される)－Ext.（Reynolds等l961lVR（変率強化

スケジュール)－Ext.(Zeilerl967)などではほとんどＢＣ

が承られるが，負の誘導（Williamsl965；脳内刺激を

強化子としている）などが生じる｣１１:がある，更にGriITin

等（1977）では,'実験歴のあるIMjl体にはいづれも生じて

いない。

ＶＩ－ＶＩ遂行，すなわちＶ１１分一Ｖ１５分のような

場合，強化比1二運動して反応が変化するもの（Shettle‐

worth等1965）も少<ないが，やはり例外が認められ

る。Weisman(1969),Terrace（1968図１）及びCoucll

(1975)では，Ｖ１５分の非分化訓練からＶ１１分一Ｖ１５分

の弁別に移行した所，生じたのば正の誘導であった。又

Wheatley等（1974）では，Rachlinの二つのタイプの

実験において反応の分化はまちまちであった。MarillUr

(1969）は，一lhlの強化時間を二秒と六秒とする分化1illl
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図２Ｖｌ－ＶＴ(左）及びV1-I2xLによる分化》11線の

効果､図'二１１の二群はKlll線のⅢﾛ序による（Boaks，

1973)、

線を行い，強化照UMが強化lけ|Ｍ１によって異る吻合のみに

:得ている。更に強化比は等しいＶｌ－ＤＲＨ（１）i｢ferential

ReinIorcementofllighRate；高llfi度強化スケジュー

ル；一定時間|ﾉlに一定以上の反応レートが生じた場合

強化する，llelnmsl973）下ではlfの誘導が生じてい

る。

－ノノリ文l`〔;の減少"，と比'陵する場合ｈﾉiiIlなBl1:実は多

い（ｲﾐﾄﾞﾘな事実は次節に挙げる火ＶＩ－ＶＴ（Variable

Time；変間隔自由強化スケジュール：反応と独立に強

化子を与える，Boaks等1971,llalliday等1972,Boaks

l973（図２），Weismall群1973,Guttmanl977）下で

はほとんどＢＣは遮られない、又Nevin（1968）はＶＩ

－ＤＲＯ－ｒで，Bloomneld（1967a）はＶＩ－ＤＲＬ下で

ＢＣは生じないとし，Tllomas（1976）も．ＤＲＬ時間中

刺激が変る（Pacing）スケジュールを用いＩ可滕な結果を

報告した．更にBoaks等（1976)は，ＤＲｑＤＲＬ遂行群

に対をなし，強化時点をそろえた統制群，又別のｖｌ非

分化１１１１線を遂行する統制祥を設け，更に強化lllii点の分散

を低く抑えた条件下において，変項下のレートの増大は

統制群のレートの増大に等しいとし，単なる個体内非分

化訓練時のレートに基くＢＣを否定した（図３）。いわゆ

るFadingによる無誤弁別(Teracel968)に於ても，jlill激

の型リポIkIjllllによって定項卜のレートは上昇する(Kodera

l976)。Freemhll（197lb）は，、反応手段（パー）を除い

ておき，二極の強化密度によるＶＴを用いた強化条件と

消去を変項に割りつ(ナ，ｊＭ反応の状態で，強化率に逆比

ｲﾀﾞ|Ｉした定｣11下のレートの_'１Ｊｱﾄを検出した。I〕[IにＴｈｏｍａｓ

(1976）は，Pacillgにより'ｉｉｉ化槽度を等しく保ったまま

変項下のレー１，を低下させたが，定項下のレートは変ら

Ｉ２３ｑ５６７Ｂ９ＩＯＩ２３４５６７８９１０ＩｌＩＺ

ＶＩ５０Ｖｌ５１ｖｌＩＩＶ１５１
５７３５５０５７３５５０
ｎｍｎｍｎｍｎｍ

ＳＥＳＳ１０Ｎ

図１Ｖ１５分J|：分化訓練からＶ１１分一Ｖ１５:分化

分Lilll線への移行，Terrace（1968）にIFJら」しる

個体例、
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図３Weismal］（1969,1970；左）とlloaks嫌（1976；イri）
行の個体例（右図点線はYokedControl）

によるVI-DRL（上)，VI-DRO（卜）遂

なかった．］lalliday嬢（197J）は，Ｖｌ－ＶＩによる弁別

完成後VI-Extに変項ドのⅨ１，Ｍ〈変のまま移イル，ＢＣ

を得た（図４)。

１１－２反応の減少

変項下の反応の位下をＢＣの充分条件と認める為には

１）変項下のレートが低下した場合，定項1fのは増加

する

２）相対強化密度には等しくとも，変更下のレートが

低下すれば定項下のレートは増加する

事を検討しなければならない。ｌ）についての難点は，ｉｉｉ

節でのVI-Ext.,ＶＩ－ＶＩ遂行の検討で明らかであるが，

2）について有利な事実を少し挙げておく.

非分化訓練後，変項に巡鵬を導入するとＢＣを得る

(Brethower等1962,Terracel968)。Brethower等

の実験では，電撃による反応の低下と同時に強化密度が

低下するが，一部に強化密度が等しくともＢＣを示す個

体がある．）しTerraceの災職は，先行するベースライ

ン,illl緋が，定項下の弁別jlill激の象を用いるili-iilll純であ

る分
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ｌｘｌ,１ＹＩ－ＶＴよりV1-Ext､遂行に移行した際の変

動，中央で大きく上昇している個体例。右端は
VLlii--i;|||純（IIalliday等，1974)。



行動

VI-DRL,VI-DRO遂行下でもＢＣを得る事ができる

(Weismanl969，Weismanl970，図３左)。Terrace

(1968）も，VI-DRL遂行下で半数の個体にＢＣを得

ている．Yarczower等（1960）｛よ，ＤＲＬを交じえた

Tandemスケジュール下で同傑の見解を示しているが，

非分化訓練を行っていない。

無誤弁別下でも，Terrace（1964）ではＢＣは龍じ

ず,Freeｍａｎ(1970）でも,無反応状態下での強化密度の

差に心じる定項下のレートの上昇はあるが，VI-Ext、

下に於て，ベースラインより計る意味でのＢＣは生じて

いない。しかしこの実験は，次にのべる弁別刺激とＭ,L；

手段の位世関係（〕価復がない）から説明できるかもしれ

ない。

11-3.弁別刺激の様相，反応手段との位置関係

弁別刺激の空間的な位置が反応手段に一致している場

合，分離している場合iこついて一貫した知見が得Iうれて

いる。ＢＣは弁別ｉＩｉｌｌ激が反,応手段の位値に呈示きれる場

合のみ得られるのである’

Ｈｅｍｍｅｓ（1973)，Westbrook（1973）は，ハトのパー

踏染をオベラソトとし，刺激をキーに呈示した場合には

を生じないとしている。又Limitedllold（強化可能な

状態が，一定lⅢ}|Liで消失する条Ｉｌｌｌ:)を加えるとＢＣをｉｌｌ，

したがって定項下のレートの不変性は天井効ﾐ染ではない

(Hemmesl973，図５）。Schwartz(1973）は,VT-Ext．

という分化強化を施し，色光により分化強化を行う場合

大きなＢＣを得たが，音をＣｓとした場合，ＢＣは消失

するか，先行した色光分化条件づけの効果を何とかilMii持

Ⅲ，対比 3１

する程腫であった。Red｢or(l等（1974）は,刺激が天井光

(HouseLight）で示される場合とキーに投射された場合

(反応手段はキー)，又VI-Ext．とVT-Ext・を組朶合

せた計四条件を比較し，定項下でのレートの上昇は，キ

ーに刺激が投射される場合のVI-Ext・に限られ，又

VT-Ext・条件でキー刺激下のレートと，天井光条件下

のVl-Ext．とVT-Ext・遂行によるレートの差を加え

たしのはほぼ等しい事:を見い出した。すなわち,ＢＣが，

刺激随伴性の統制下の反応と反応随伴性統制下の反応の

加算によるというＧａｍｚｕ糠（1973）の示唆を確認した

Pllになる。Keller（1974）は，Iill激呈示キーと反応キー

を分離し，鮒一千一（すなわち弁別刺激と反応手段が一

致する）ではＢＣを示す条件でも，弁別刺激が刺激キー

に呈示されると反応キーへのレートは，むしろ負の誘導

に近いものであった，Schwartz（]976）は，１TTI様な事

態の｢|]で，ＶＩ単一訓|純1,のレートが，｜÷１１１１強化のI亙復

を示すＣｓを刺激キーに呈不する事により低1､するが，

二つのキーへの反応量は，反応キーにＣｓが呈示される

場合と変らないとしている)。Schwartz（1974）ば，ＶＩ－

Ｅｘｔ・遂行を，キー照射光，天ﾉﾄ光，音の三種類を弁別

刺激として１１lいて行った所（Locality〃の低い天）'二光，

音を刺激とした場合にはをｉ(｝られなかった（図６）。

Schwartz（1975)，llearst蝉（1976）でも同様な知見を

得ている。前者はこの種の要因が負の対比に無関係であ

る事を示し，後者は各種の刺激条件で定項下のレート増

大をふたが，キー照射条件のレーサ増大は他をはるかに

j超えている｡Avoidanceを｣|Ⅱた尖験例では,Rilling等
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図５，，卜のTreadle-PrIessil1lgによるJ'三分化及び

VI-Ext・遂行（Ｈｅｍｍｅｓ，１９７２の個体例)，イ「

上端の印はLimitedＨｏｌｄをつげた場合。

Ⅸ|O左から非分化;llliM〔，Vl-Ext.（キー照｣jll光)，

」卜分化iilll練，VI-Ext．（犬艸光)，非分化訓練，

Vl-ExL（音）遂行を示す（Schwartz，1973)。
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に，刺激の様札|で異る結果を示すものもある。

ＴｑＢＯの導入もレートを上昇させるが（Ferster，

１９５８他)，その程度は消去刺激より弱い．（Sadowski，

1973）

ロ，刺激の呈示時ＩＩＬＩ

ＴＯ,ＢＯの時｢iUを延ばすとレートもヒタ'しする(Taus等

1970ルＴ0,130が試行|{llllill儲として用いられる場合

（Mackintosh等1973）’し同様であるが，ほぼ一日，又

朝と夕方など長いlM1llWiをliTした場合知見はまちまちであ

る（Wiltｏｎ等1972,Premackl97qBloomfieldl967)。

Ｓ－についても同様であるが，レートの上昇には上限が

ある。－カｓ－やＴＯの呈示数を減ずると，定項下の

レートも減じる（Bonean等，1962)。定項及び変項下の

弁別刺激の長さも重要である、同時弁別下では，相対強

化密度はそのまま反応比につながっている（Matching）

が，継時弁別の場合，呈示時間が長びくと，反応比は強

化比を上廻るようになる（Wheatelyl97LTodolov

l972Shimpl974,Williamsl976b)。

′､，反応の時間的側面の分析

強化の対象をこまかく限定する志向は上記Ｖ－４の諸

研究に感じられるのであるが、近年数は少いながら，

ＩＲＴやKey-PeckのｌＷＩＩＩｌについての分析が行れている。

スケジュール変励に伴う糊||ｻﾞ反応の分布，反Ilhj変動に果

す長短潜時反応強化の役判など，11-1及び２の矛盾を

塾jJllする上で有効な知見を提供している（Reynolds等

1961,Arnettl973，Spealman等1975,Marcucella等

1977）

3２

(1975)がハトのバー踏みをオベラントとし，音を弁別刺

激としたがＢＣは生じなかった。又Glackenmeyer等

(1974)は，音源の位憧により，Avoidance遂行が異る

事を報告している。ここで忌れてはならないのは，空間

的局所性が広く，従って反応手段と分離している筈の音

を弁別刺激としても，ＢＣが4kじるｲﾄであろう（Pirrel

等l96LScull等1970)。

Ⅱ-4．刺激文脈の効果

ある弁別刺激が他の弁別jlill激の信廿と梁なし得る場合

の効果を検討するもの，’1i;'伝及びTime-Out（弁別刺激

のみを呈示しない無態:ＴＯ)導入の効果を扱うもの，更

にＩＲＴ（Inter-responceTime：反応間時間）を分析し

たものなど，いくつか挙げる事ができる、

イ，刺激の情報性

Pliskoff（1961,1963）は，強化密度の異る刺激への移

行を示す“WarningStimulus.，の呈示により，高強

化刺激へ移行する場合にはやや低い低強化刺激へ移行

する場合高い反応レートを得た｡しかしこの効果は，

強化の絶対水準がｉｆ１ｉいと余りみられない｡（Reynolds

l963)。又Leitenberg（1966）は：電盤、Noise,Tone，

ＴＯへの移行を示すＣｓをＶｌ訓練に重ねた。電撃の場

合レートのIlE-ﾄﾞ(条ｲﾙ|:抑IlillとliTl-)，ＴＯの場合上昇を兇

い'|}し↑他の条件の場合変化はなかった（図７）。Nevin

等（1966）は，三つの弁別刺激を含む継時訓練を施し

高強化刺激が先行した場合，拭行内で一時的なレートの

低下と回復が，低強化刺激が先行した場合逆の過程が生

じるとしている『又Wiltｏｎ聯（1960）では，４つの弁

別刺激を含む事態において．消去刺激に先行する強化

刺激（V１５分）下のレートは，高強化刺激（Ｖ１１分）

に先行する別の刺激（Ｖ１５分）より高い，このように，

消去刺激や低強化激練が随伴した場合反応レートは上昇

する事が多い，又Bernheim等（1962）に示されるよう

ｌｌＬＢＣの斉一性

Ⅱ1-1．相対強化密度と反応の減少

ＢＣの充分条件をこのいずれの段にも帰す事ができな

いという知見は,すでに述べたFreeman(1970b,図８)，

他に，Williams（1976a）のものが代表的な例である。

Ｖ［非分化訓練後，変項下のスケージュールにＦ１５秒，

45秒８０秒を随伴させ，残りの時間（呈示時間９０秒）

はＥｘＬとした、すなわち強化比を等しく保ち，反応レ

ートのゑの操作を試象たのである、個体例は必ずしも一

定した結果を示さなしが，変項にＦ１５秒一Ext・が随伴

した場合反応はIF下するものの，定項下の反応には変化

がなかった。又Ｆ１の値が大きくなるととＢＣが生じ

た。強化密度の差がなくともＢＣは生じ，又反応の低下

が箸るしく承られた場合にＥＣは生じなかった訳であ

る＿二のような紬ﾘﾑを柔ると，両方の条件を必要条件と

して認めたくなる（Dunhuml968)。

2020

1.80
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図７立軸(よCSlik示10]とl11Liiil91の反応比，｜到中の

語はＣｓ後の移行状態を示す（Leitenberg，
1966)。
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Ｉｘｌ９ＶＩＪ卜分化訓練と分化訓練（VI-Ext.）時の定

項下の反応強度,左から交互にくり返している，

（B1oomiield，l967b)。

ＴＣＴ７２ＬＮＵＭＢＥＲＯＦＲＥ１ＮＦＯＲＣＥＭＥＮＴＳ

図８定項塑項下の強化比と反応強度。０．５の所で

強化量は等しく，１．０の所はVI-Ext､に相当

（Freeman，1972b)．

(1968）のように元に灰るものしあり，一般的には何と

も言えない。Terrace（1968）のＶＩ－ＤＲＬは，ペースに

定坂下の弁別刺激のみを用いており，これ等各種のベー

スラインの定義が刺激制御にどう影響するか気にかか

る。知覚研究における順応水準説を意識するならば，個

体の強化雌は極めて重要である。又ＢＣを扱ったもので

はないが，Ｌｕbow（1976）は，通,Ｎｉ弁別を遅らせる刺激

の予備呈示が，周囲の環境をかえ，､』対比.'を保った場合

にＩＭの彫ﾁｻﾞも及ぼさないとしている、又数多い潜在制止

研究などを考え合せると，いづれにせよベースライン訓

練の統制が重要な意味（強化文脈，ＩＪＩ激の経験）をもつ

事を示唆している。

しかしliiなる分化訓練の過程から，ベースラインの差

を兄い'|}すのはむづかしい、ＶＩ－ＶＴ下に於ては，11111体

内非分化訓練の長さの相違の効果がみられる（Weis‐

ｍａｎ等1973)。又Nevin（1968）とWeisman（1970）

のV1-DRO遂行を比較すると，やはり個体内非分化訓

練の効果がふられるように思う。

ｍ－３．刺激般化との対応

Ellis（1970）感，分化訓練を，一セッション中.淵Ｓ＋

→Ｓ－″の歌の試行交代を行う群と，ｖＳ－→Ｓ＋〃のみ

の交代を行う群を比較し，阿者でＢＣを得るものの，般

化テストに於て]1J点移I1ij1｣が生じるのは後者の象であるｌｌｌ

を示した冷

又Weisman（1969）とCouch（1975）は，Ｖ１１分

非分化訓練からＶ１１分Ｖ１５分分化訓練は移行した後，

低強化刺激次元（角度）についての般化テストを行った。

図１０に示すように，］1ij者ではili111L性の，後者では興薇

一方ｸﾄ面的には全く同一のスケジュールを遂行しなが

ら異る解釈を導いたVl-DRL，VI-DROの結果をどの

ように考えたら良いだろうか、この問題は実はＢＣの定

鑑の不UI確さ－ベースラインの定淡一にからんでいる，

Weisman（1969,1970）の結果は，図-３（左）に示した

ように，ﾉﾄﾞ分化訓練を約三週間行っておワ，個体例はい

づれもＢＣを生じている。一方Boaks等（図３(右）の

批判は，YokedControlがiliなる非分化訓練の同時遂行

により，DRL,ＤＲＯ導入による｣W加分を示すにあり，

元々の個体内非分化訓練に比べた場合にはＢＣを認めて

いる､もっとも墹力Ⅱ分ばWeismanに比べ小さく，この

点は強化均等化のため生じる強化分布のかたより（通常

のｖｌには承られないような非強化期旧lが生じる）に求

めるのである、

111-2．ベースライン訓練の問題

以上の問題は要するに，対象とするべきＢＣの範[111に

帰着する。以下に論じるように，ＢＣの埴なる対比とし

ての側面，各種の分化訓練下に於るレートの分化のある

型といった広い考え方は，余りＢＣの理解に役立たない

ように思う．

VI-DRL,VI-DROをめぐる論１１は，Black（1968）が

対比を区分一IncentiveとBehavival-する際用いた謄

琳，個体間統iljIl条件と個体|ﾉl統制条件の使用を`想起させ

る（もっともこの場合，必然的な理由は見当らないと

思われるが川Williams等（1976）では，純然たるlin体

illl統制群でもレートが｣三界するが，１列〔)olnl1eld（19(i7b）

は，非分化訓練のくり返しにより，’又応レートがと外す

る事を兇い出している（図９%しかし，Reynolds等

の■●■■
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１Ｖ・ＢＣの理論

Ｌにのべた見地からすれば，本稿の範囲でこの種の議

論は意味がない筈であるがまとめの意味で二つの理論を

簡単に紹介する、当初触れた様に，ＢＣ研究は，負の対

比や一時的な対比現象をほとんど扱っておらず，又非分

化ii111練から分化訓練に移行する場合(Scull等，1970）や

ＴｑＢＯの導入による全体的な強化密度の低下はほとん

ど扱れていない。

1Ｖ-1．Terraceの理論

Terrace（1972）は，やや立場を変えながら，この種

の刺激統制研究に有用な仮説を提出してさた，もっとも

現在では，その論拠は余り通１１｣しないであろう。要約す

ると，

ｌ）正のＢＣは，有機体のlllj勅性の変化の反映であ

る。

２）この情動の変容ば，変項下の条件の変化（消去，

札Ｉ対的な低密度強化，砺雛の随伴，反応の制止が必

要なスケジュールの導入等）により，反応のactive

に制止する為に生じる，その刺激の嫌悠性の増大に

よる。

３）情動の変容は，消去刺激下の活動性の地大,(Ｔｅr‐

ｒａｃｅ1972,1974)，攻撃性の増大（Azrin等1966）

などにより観察し得る､又，ＢＣ，頂点移1,1,制止

性般化等は、ActivelllhibitionのＢｙ･Broductで

ある。

４）長期間の分化訓練によると消滅,(Terracel966)，

無誤弁別で生じない事，（Terracel963)，Error‐

ｌｅｓｓＳ－からの逃避が生じない事（Terracel971）

は，上記の嫌悪性の低下や，無誤弁別では嫌悪性が

生じない（情動表出なし）事によるとされる。しか

しSelekmann（1973)，Kodera（1976),Rilling等

（1973）など相反する事実は多い。又刺練般化現象

との対応も確実ではないが，弁別と他の刺練性制御

の対応に明確に言及している事は評価するべきであ

ろう。

１Ｖ－２．Additivity理論

Ｇａｍｚｕ等（1973）に示唆され，Hearst等（1974）に

！）】記されたこの見解，すなわち刺激随伴性と反応随伴性

の統制すそ反応が，弁別刺激と反応手段の空間的な重な

りにおいて力ＭｉＬＢＣが生ずるとする説はこの種の実

験で一致して支持されている．ここでいう随伴性が操作

的なものであるならば，刺激般化などにおける譜概念の

随伴性による規定がほぼ可能な現在，ＢＣと他の刺激性

3００

1５０

０

3００

２００

１００

1５０

１００

５０

００

３０－Ｇ，一ｺ０，＋。Ｏ＋ＣＯ＋３巳

LｌＮＥＯＲ１ＥＮＴＡＴＩＯＮ（ＤＥＧＲＥＥＳ）

図１０Ｃｏｌ１ｃｈ（1975．上）とWeisman(1967,下）

に於ける，Ｖ１１分非分化訓練からＶ１１分一

Ｖ１５分分化訓練施行後の低強化次元般化lIh線

の個体例。ＢＣは同様に得られている。

性の般化曲線を得たが，分化の過程はいづれもＢＣとさ

れ，非分化訓練の長さも等しい，Yarczower等（1968）

では，いづれも負の誘導に近い分化過程をたどりなが

ら，ＤＲＯの強化辮度が定項下のそれの三倍にも連する

と，等しい場合率られた頂点移動が消失してしまう、こ

れ等の知見は，、1可一の分化過程ﾊ'，それがＢＣであれ誘

導であれ斉一性に疑義を呈するものである。

ｍ－４ＢＣの斉一性

以上のように，Reynolds（1961a）の示した定轆に収

まるものを一概に単一のものとして扱う事はできない、

ＢＣなるものの限定は，例えばベースラインのとり方，

定項と変項で得られる強化子の異同，（Pemackl970)，

DRL-DRO下の反応がＶＩ下の反応と質的に異なると

いった見解（Reynoldsl961aほか）など先験的な実験

規範によって行う事もできる。

しかし私見によれば，この[H111Z1は，全く経験ｉｂなもの

である。先験的な，あるいは一般的にＥＣ訓練とされた

範囲での限定は充分ではない。ＢＣを刺激性制御の一部

とみなす限り，他の刺激性制御の折,潔との対応関係を検

討し－定の対応を示すものを分離し，共通の変数を検

討していくといったやり方が本筋であろう．その結果，

ＢＣの一部が誘導と同一視されるといった事が起っても

仕方がないのである。
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制御の関連を示す述語としての可能性は大きい衝しかし

A１)所性の低い聴覚刺激によってＢＣが生じる''１:は，,A空

|Ｍ１性''の概念が未成熟である'|「を示している。
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